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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カレンダ情報を含む予定表を表示させるための信号を形成する予定表形成手段と、
　前記予定表形成手段からの信号に応じて形成される前記予定表の目的とする日付の選択
入力を受け付ける日付選択受付手段と、
　前記日付選択受付手段を通じて日付の選択入力を受け付けた場合に、目的とする前記日
付においての放送番組表の表示指示入力を受け付ける表示指示受付手段と、
　前記表示指示受付手段を通じて前記放送番組表の表示が指示された場合に、放送番組表
情報に基づいて、目的とする前記日付においての前記放送番組表を表示させるための信号
を形成する放送番組表形成手段と、
　前記日付選択受付手段を通じて選択された前記予定表の前記日付においての予定情報の
入力を受け付ける予定情報受付手段と、
　前記日付選択受付手段を通じて選択された前記予定表の前記日付においての放送番組に
ついての視聴予約あるいは録画予約などの予約情報の入力を受け付ける予約情報受付手段
と
　を備え、
　　前記予定表の日付が選択されると、前記選択された日付についての前記予定情報の入
力を受け付ける予定入力画面が表示され、
　　前記予定入力画面に表示されている前記放送番組表の呼び出しを指示するアイコンが
選択されると、選択された日付においての前記放送番組表が表示され、
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　　その放送番組表を通じて前記予約情報の入力が受け付けられると、前記選択された日
付の表示エリアに前記予約情報が表示された前記予定表の表示に戻る
　ことを特徴とする予約情報設定装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の予約情報設定装置であって、
　前記予定表形成手段は、前記予定情報受付手段を通じて受け付けた前記予定情報と、前
記予約情報受付手段を通じて受け付けた前記予約情報とを含む前記予定表を表示させるた
めの信号を形成することを特徴とする予約情報設定装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の予約情報設定装置であって、
　前記放送番組表情報は、放送信号に含められて提供されることを特徴とする予約情報設
定装置。
【請求項４】
　請求項１、請求項２、または請求項３に記載の予約情報設定装置であって、
　前記予約情報受付手段を通じて受け付けた前記予約情報を記憶する予約情報記憶手段と
、
　前記予約情報記憶手段に記憶された前記予約情報が放送番組についての視聴予約情報で
ある場合に、前記視聴予約情報により示される日時の到来を検知したときに、前記視聴予
約情報により示される放送番組を視聴できるように制御する視聴制御手段と
　を備えることを特徴とする電子機器。
【請求項５】
　請求項１、請求項２、または請求項３に記載の予約情報設定装置であって、
　前記予約情報受付手段を通じて受け付けた前記予約情報を記憶する予約情報記憶手段と
、
　情報信号を記憶する情報信号記憶手段と、
　前記予約情報記憶手段に記憶された前記予約情報が放送番組についての録画予約情報で
ある場合に、前記録画予約情報により示される日時の到来を検知したときに、前記録画予
約情報により示される放送番組を前記情報信号記憶手段に記録するように制御する記録制
御手段と
　を備えることを特徴とする電子機器。
【請求項６】
　カレンダ情報を含む予定表を表示させるための信号を形成して、前記予定表を表示する
ようにする予定表表示工程と、
　前記予定表表示工程において表示するようにされた前記予定表の目的とする日付の選択
入力を受け付ける日付選択受付工程と、
　前記日付選択受付工程において、日付の選択入力を受け付けた場合に、目的とする前記
日付においての放送番組表の表示指示入力を受け付ける表示指示受付工程と、
　前記表示指示受付工程において、前記放送番組表の表示が指示された場合に、放送番組
表情報に基づいて、目的とする前記日付においての前記放送番組表を表示させるための信
号を形成し、前記放送番組表を表示するようにする放送番組表表示工程と、
　前記日付選択受付工程において選択された前記予定表の目的とする前記日付に対する予
定情報の入力を受け付ける予定情報受付工程と、
　前記日付選択受付工程において選択された前記予定表の目的とする前記日付においての
放送番組についての視聴予約あるいは録画予約などの予約情報の入力を受け付ける予約情
報受付工程と
　を有し、
　前記予定表の日付が選択されると、前記選択された日付についての前記予定情報の入力
を受け付ける予定入力画面が表示され、
　　前記予定入力画面に表示されている前記放送番組表の呼び出しを指示するアイコンが
選択されると、選択された日付においての前記放送番組表が表示され、
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　　その放送番組表を通じて前記予約情報の入力が受け付けられると、前記選択された日
付の表示エリアに前記予約情報が表示された前記予定表の表示に戻る
　ことを特徴とする予約情報設定方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の予約情報設定方法であって、
　前記予定表表示工程においては、前記予定情報受付工程において受け付けた前記予定情
報と、前記予約情報受付工程において受け付けた前記予約情報とを含む前記予定表を表示
させるための信号を形成することを特徴とする予約情報設定方法。
【請求項８】
　請求項６に記載の予約情報設定方法であって、
　前記放送番組表情報は、放送信号に含められて提供されることを特徴とする予約情報設
定方法。
【請求項９】
　請求項６、請求項７、または請求項８に記載の予約情報設定方法であって、
　前記予約情報受付工程において受け付けた前記予約情報を記憶手段に記憶する予約情報
記憶工程と、
　前記予約情報記憶工程において前記記憶手段に記憶された前記予約情報が放送番組につ
いての視聴予約情報である場合に、前記視聴予約情報により示される日時の到来を検知し
たときに、前記視聴予約情報により示される放送番組を視聴できるようにする視聴予約実
行工程と
　を有することを特徴とする予約情報設定方法。
【請求項１０】
　請求項６、請求項７、または請求項８に記載の予約情報設定方法であって、
　前記予約情報受付工程において受け付けた前記予約情報を記憶手段に記憶する予約情報
記憶工程と、
　前記予約情報記憶工程において前記記憶手段に記憶された前記予約情報が放送番組につ
いての録画予約情報である場合に、前記録画予約情報により示される日時の到来を検知し
たときに、前記録画予約情報により示される放送番組を情報信号記憶手段に記録する録画
予約実行工程と
　を備えることを特徴とする予約情報設定方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、例えば、テレビ放送、ラジオ放送、データ放送、衛星放送、ケーブルテレビ
放送などの各種の放送信号の受信機、放送信号を記録する記録機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、チューナが内蔵されたＶＴＲ（ビデオテープレコーダ）などの記録装置には、録
画予約機能が搭載されたものが多く提供されている。この録画予約機能は、録画したい放
送番組の放送日時と、放送チャンネルとを予め記録装置に設定しておくことで、その設定
した日時が到来したときには、自動的に、その設定された放送チャンネルを選局し、目的
とする放送番組をビデオテープなどの記録媒体に記録するようにするものである。
【０００３】
この録画予約機能を用いることによって、目的とする放送番組の放送日時に外出などの予
定が入っていても、目的とする放送番組を自動的に記録媒体に録画することができ、録画
した放送番組を都合のいいときに再生して視聴することができるので便利である。
【０００４】
また、ＳＴＢ（Ｓｅｔ－Ｔｏｐ　Ｂｏｘ）やＩＲＤ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｒｅｃｅｉ
ｖｅｒ／Ｄｅｃｏｄｅｒ）と呼ばれる衛星放送の受信装置が提供されるようになってきて
いるが、これらの装置には、番組視聴予約機能（番組予約機能）が搭載されたものがある
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【０００５】
この番組視聴予約機能は、視聴したい放送番組の放送日時と、放送チャンネルと、番組選
択情報とを予めＳＴＢやＩＲＤに設定しておくことで、その設定した日時が到来したとき
には、自動的に、その設定された放送チャンネルを選局するとともに、設定された放送番
組を選択して、目的とする放送番組を視聴できるようにするものである。
【０００６】
この番組視聴予約機能を用いることによって、目的とする放送番組の放送日時に違う放送
番組を視聴していても、目的とする放送番組を見逃すことがないようにすることができる
ので便利である。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、録画予約の状況は、ＶＴＲのリモートコマンダ（遠隔制御装置）に設けられた
録画録画予約一覧表の表示キーを操作することにより、あるいは、ＶＴＲが備えるメニュ
ーから、録画予約一覧表の表示を行うための選択項目を選択することにより、録画予約一
覧表をＶＴＲが接続されたテレビ受像機などのモニタ装置の表示画面に表示することによ
り確認することができるようにされている。
【０００８】
また、番組視聴予約の状況は、上述のＶＴＲの場合と同様に、ＳＴＢやＩＲＤなどの装置
のリモートコマンダ（以下、この明細書ではリモコンと略称する。）に設けられた番組視
聴予約予約一覧表の表示キーを操作することにより、あるいは、ＳＴＢやＩＲＤなどの装
置が備えるメニューから、番組視聴予約一覧表の表示を行うための選択項目を選択するこ
とにより、番組視聴予約一覧表をモニタ装置の表示画面に表示することにより確認するこ
とができるようにされている。
【０００９】
これら録画予約一覧表や番組視聴予約一覧表は、予約年月日、曜日、放送チャンネルなど
の予約設定情報がテキスト表示などで表示するようにされる専用画面であり、目的とする
放送番組に対する予約が正確に設定されているか否かを簡単に確認することができる。
【００１０】
しかしながら、録画予約一覧表や番組視聴予約一覧表を表示して、予約がきちんと設定さ
れているか否かを確認することはできても、使用者（ユーザ）が自分の予定（スケジュー
ル）をも考え合わせて、放送番組の録画予約や視聴予約が設定されているか否かを確認す
ることはできない。例えば、使用者が、自分の外出予定を忘れている場合には、録画予約
一覧表や番組視聴予約一覧表を見ても、外出予定があるときに放送される放送番組の録画
予約や番組視聴予約を忘れていることに気が付かない場合が多い。
【００１１】
また、録画予約や番組視聴予約は、目的とする放送番組の放送日時や放送チャンネルなど
の情報を記録装置やＳＴＢ、ＩＲＤなどの装置に対して入力することにより行うが、放送
日時や放送チャンネルの勘違いにより、目的とする放送番組についての録画予約や番組視
聴予約を間違えてしまうなどということも発生する可能性がある。この場合には、録画予
約一覧表や番組視聴予約一覧表の確認では、その間違いに気が付きにくい場合があると考
えられる。
【００１２】
以上のことにかんがみ、この発明は、使用者の予定（スケジュール）忘れや、目的とする
放送番組の放送日時などの勘違いなどを防止し、目的とする放送番組の録画予約や番組視
聴予約を正確に、かつ、簡単に設定することができる予約情報設定装置および予約情報設
定方法を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の予約情報設定装置は、
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　カレンダ情報を含む予定表を表示させるための信号を形成する予定表形成手段と、
　前記予定表形成手段からの信号に応じて形成される前記予定表の目的とする日付の選択
入力を受け付ける日付選択受付手段と、
　前記日付選択受付手段を通じて日付の選択入力を受け付けた場合に、目的とする前記日
付においての放送番組表の表示指示入力を受け付ける表示指示受付手段と、
　前記表示指示受付手段を通じて前記放送番組表の表示が指示された場合に、放送番組表
情報に基づいて、目的とする前記日付においての前記放送番組表を表示させるための信号
を形成する放送番組表形成手段と、
　前記日付選択受付手段を通じて選択された前記予定表の前記日付においての予定情報の
入力を受け付ける予定情報受付手段と、
　前記日付選択受付手段を通じて選択された前記予定表の前記日付においての放送番組に
ついての視聴予約あるいは録画予約などの予約情報の入力を受け付ける予約情報受付手段
と
　を備え、
　　前記予定表の日付が選択されると、前記選択された日付についての前記予定情報の入
力を受け付ける予定入力画面が表示され、
　　前記予定入力画面に表示されている前記放送番組表の呼び出しを指示するアイコンが
選択されると、選択された日付においての前記放送番組表が表示され、
　　その放送番組表を通じて前記予約情報の入力が受け付けられると、前記選択された日
付の表示エリアに前記予約情報が表示された前記予定表の表示に戻る
　ことを特徴とする。
【００１４】
この請求項１に記載の発明の予約情報設定装置によれば、予定表形成手段により、年、月
、日、曜日などのカレンダ情報を含む予定表（スケジュール表）を表示するための信号が
形成され、この信号により当該予約情報設定装置が有する表示素子に、あるいは、当該予
約設定装置に有線あるいは無線で接続される表示素子に表示するようにされる。
【００１５】
　そして、日付選択受付手段を通じて、予定表における日付の選択を受け付けると、その
受け付けた日付における放送番組表の表示の指示入力が表示指示受付手段を通じて受け付
けられるようにされている。表示指示受付手段を通じて、放送番組表の表示指示入力が受
け付けられた場合には、放送番組表情報に基づいて、予定表の選択された日付においての
放送番組表を表示するための信号が、放送番組表形成手段により形成され、この信号に基
づいて、表示素子に放送番組表が表示するようにされる。そして、日付選択受付手段によ
り、予定表の内の目的とする日付の選択入力が受け付けられた場合には、その選択された
日付においての予定情報が、予定情報受付手段を通じて受付られる。また、日付選択受付
手段により、予定表の内の目的とする日付の選択入力が受け付けられた場合には、その選
択された日付においての放送番組についての予約情報が、予約情報受付手段を通じて受付
られる。そして、予定表の日付が選択されると、選択された日付についての予定情報の入
力を受け付ける予定入力画面が表示され、予定入力画面に表示されている放送番組表の呼
び出しを指示するアイコンが選択されると、選択された日付においての放送番組表が表示
され、その放送番組表を通じて予約情報の入力が受け付けられると、選択された日付の表
示エリアに予約情報が表示された予定表の表示に戻る。
【００１６】
これにより、カレンダ情報を含む予定表を通じて、予定情報や放送番組に対する予約情報
の入力を行うことができるようにされ、放送番組についての視聴予約や録画予約を放送日
時の勘違いなどを発生させることなく入力することができる。また、使用者は、自分の予
定を考え合わせて、放送番組についての予約情報を入力することができる。
【００２０】
これにより、目的とする日に放送される放送番組についての予約情報を、表示素子に表示
される放送番組表の中から、目的とする放送番組を選択するという簡単な操作で、その放
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送番組の視聴予約や録画予約などの予約情報を入力し、設定するようにすることができる
。したがって、目的とする日に、目的とする放送番組についての予約情報を、間違えなく
、しかも簡単に入力し、設定するようにすることができる。
【００２１】
　また、請求項２に記載の発明の予約情報設定装置は、請求項１に記載の予約情報設定装
置であって、
　前記予定表形成手段は、前記予定情報受付手段を通じて受け付けた前記予定情報と、前
記予約情報受付手段を通じて受け付けた前記予約情報とを含む前記予定表を表示させるた
めの信号を形成することを特徴とする。
【００２２】
　この請求項２に記載の発明の予約情報設定装置によれば、予定表形成手段により、予定
情報受付手段を通じて受け付けた予定情報、および、予約情報受付手段を通じて受け付け
た予約情報をも含む予定表を表示するための信号が形成され、この信号により予定表が表
示するようにされる。
【００２３】
この場合、予定情報受付手段を通じて受け付けた予定情報、および、予約情報受付手段を
通じて受け付けた予約情報は、過去に入力された情報をも含んでおり、予定表に含まれる
カレンダ情報、予定情報、予約情報を確認しながら、新たな予約情報を間違えなく、簡単
に入力し、設定することができる。
【００２４】
　また、請求項３に記載の発明の予約情報設定装置は、請求項１に記載の予約情報設定装
置であって、
　前記放送番組表情報は、放送信号に含められて提供される電子番組表であることを特徴
とする。
【００２５】
　この請求項３に記載の発明の予約情報設定装置によれば、例えば、衛星放送や地上波の
デジタル放送などにおいて、放送信号に含められて提供される電子番組表（ＥＰＧ：Ｅｌ
ｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　Ｇｕｉｄｅ）を放送番組表情報として用い
て、放送番組についての視聴予約や録画予約などの予約情報の入力時に用いることが可能
な放送番組表が作成される。
【００２６】
電子番組表は、放送番組、放送予定番組の題名、放送局名、あらすじなどの番組内容、出
演者などの情報を提供するものである。このように、豊富な内容を有し、放送局側から提
供される正確な情報に基づいて、使用者に提供する放送番組表を作成することができる。
そして、使用者は、提供される放送番組表を用いて、間違えなく、かつ、簡単に目的とす
る放送番組についての視聴予約や録画予約の設定を行うことができる。
【００２７】
　また、請求項４に記載の発明の電子機器は、請求項１、請求項２、または請求項３に記
載の予約情報設定装置であって、
　前記予約情報受付手段を通じて受け付けた前記予約情報を記憶する予約情報記憶手段と
、
　前記予約情報記憶手段に記憶された前記予約情報が放送番組についての視聴予約情報で
ある場合に、前記視聴予約情報により示される日時の到来を検知したときに、前記視聴予
約情報により示される放送番組を視聴できるように制御する視聴制御手段と
　を備えることを特徴とする。
【００２８】
　この請求項４に記載の電子機器によれば、予約情報受付手段を通じて受け付けた予約情
報は、予約情報記憶手段に記憶される。そして、視聴制御手段により、予約情報記憶手段
に記憶されている視聴予約情報により示される日時の到来が検知されたときには、その視
聴予約情報におより示される放送番組が視聴できるようにされる。
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【００２９】
これにより、確実かつ簡単に視聴予約情報を設定し、その設定した視聴予約情報に基づい
て、自動的に目的とする放送番組を視聴するようにすることができるので、目的とする放
送番組を見逃すことがないようにすることができる。
【００３０】
　また、請求項５に記載の発明の電子機器は、請求項１、請求項２、または請求項３に記
載の予約情報設定装置であって、
　前記予約情報受付手段を通じて受け付けた前記予約情報を記憶する予約情報記憶手段と
、
　情報信号を記憶する情報信号記憶手段と、
　前記予約情報記憶手段に記憶された前記予約情報が放送番組についての録画予約情報で
ある場合に、前記録画予約情報により示される日時の到来を検知したときに、前記録画予
約情報により示される放送番組を前記情報信号記憶手段に記録するように制御する記録制
御手段と
　を備えることを特徴とする。
【００３１】
　この請求項５に記載の電子機器によれば、予約情報受付手段を通じて受け付けた予約情
報は、予約情報記憶手段に記憶される。そして、記録制御手段により、予約情報記憶手段
に記憶されている録画予約情報により示される日時の到来が検知されたときには、その録
画予約情報におより示される放送番組が情報信号記録手段に記録される。
【００３２】
これにより、確実かつ簡単に録画予約情報を設定し、その設定した録画予約情報に基づい
て、自動的に目的とする放送番組を録画するようにすることができるので、目的とする放
送番組を確実に録画することができる。
【００３３】
【発明の実施の形態】
以下、図を参照しながら、この発明による予約情報設定装置、電子機器および予約情報設
定方法の一実施の形態について説明する。以下に説明する実施の形態においては、この発
明による予約情報設定装置、電子機器および予約情報設定方法を、衛星放送の受信機能お
よび放送番組の記録／再生機能を備えたデジタルテレビ受像機（以下、単にテレビ受像機
という。）に適用した場合を例にして説明する。
【００３４】
図１は、この実施の形態のテレビ受像機を説明するためのブロック図である。
図１に示すように、この実施の形態のテレビ受像機は、衛星放送用受信アンテナ１に接続
されるデジタルチューナ（以下、単にチューナという。）２、デ・スクランブル部３、デ
・マルチプレクサ４、デコード部５、ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）処
理部６、映像信号処理回路７、ディスプレイ８、音声信号増幅回路９、スピーカ１０を備
えている。
【００３５】
また、図１に示すように、この実施の形態のテレビ受像機は、制御部１００、時計回路２
１、ハードディスクドライブインターフェース部（以下、ＨＤＤＩ／Ｆ部と略称する。）
２２、ハードディスクドライブ装置部（以下、ＨＤＤ装置部と略称する。）２３、キーイ
ンターフェース部（以下、キーＩ／Ｆ部と略称する。）２４、キー操作部２５、リモコン
インターフェース部（以下、リモコンＩ／Ｆ部と略称する。）２６、リモコン信号受光部
２７を備えている。
【００３６】
制御部１００は、ＣＰＵ１０１、ＲＯＭ１０２、ＲＡＭ１０３、ＥＥＰＲＯＭ１０４が、
ＣＰＵバス１０５を通じて接続されて形成されたマイクロコンピュータであり、この実施
の形態のテレビ受像機の各部を制御するものである。ここで、ＲＯＭ１０２は、このテレ
ビ受像機において実行する処理プログラムや必要となるデータなどが記録されたものであ
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る。
【００３７】
また、ＲＡＭ１０３は、実行された処理の途中結果などを一時記憶するなど、主に作業領
域として用いられる。ＥＥＰＲＯＭ１０４は、使用者によって設定された各種のパラメー
タ情報などを記憶するメモリであり、テレビ受像機の電源が落とされても記憶した情報が
消滅することがないようにされたいわゆる不揮発性のメモリである。
【００３８】
また、図１において、リモコン３０は、この実施の形態のテレビ受像機用のリモコンであ
り、使用者からの操作入力に応じた赤外線のリモコン信号を形成して送出するものである
。リモコン３０には、電源のオン・オフキー、選局のためのチャンネルキー、チャンネル
のアップ／ダウンキー、音量のアップ／ダウンキー、例えば、後述する予定表としてのカ
レンダの日付の選択やＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　Ｇｕｉ
ｄｅ）からの番組選択の場合などに用いられる上矢印キー、下矢印キー、左矢印キー、右
矢印キー、その他、各種のファンクションキーなどが設けられたものである。
【００３９】
そして、使用者により操作されたキーに応じてリモコン３０から送出される赤外線のリモ
コン信号は、この実施の形態のテレビ受像機のリモコン信号受光部２７により受光され、
電気信号に変換される。この電気信号に変換されたリモコン信号は、リモコンＩ／Ｆ２６
を通じて制御部１００に供給される。
【００４０】
これにより、制御部１００は、リモコン信号に応じて、各部を制御する制御信号を形成し
、これを関連する各部に供給することにより、使用者からの指示に応じて、電源のオン／
オフ、選局、音量調節などの種々の制御を行うことができるようにされている。
【００４１】
そして、電源が投入されたこの実施の形態のテレビ受像機においては、以下のようにして
衛星放送信号の受信、選局処理などが行なわれる。すなわち、屋外に設置される衛星放送
用受信アンテナ１により受信された衛星放送信号は、チューナ部２に供給される。
【００４２】
チューナ部２は、制御部１００からの選局制御信号に基づいて、衛星放送信号を選局して
復調し、復調後の衛星放送信号をデ・スクランブル部３に供給する。制御部１００からの
選局制御信号は、リモコン３０を通じて受け付けた使用者からの選局操作入力に応じて、
制御部１００において形成されるものである。
【００４３】
デ・スクランブル部３は、例えば、制御部１００から暗号解読のためのキー情報の提供を
受けて、受信選局した衛星放送信号に施されているスクランブル処理（暗号化処理）を解
読（解除）し、このスクランブル解読後の衛星放送信号をデ・マルチプレクサ部４に供給
する。
【００４４】
衛星放送信号には、複数の放送番組のデジタルデータやＥＰＧと呼ばれる電子番組表を形
成するためのデジタルデータなどが、いわゆる時分割多重化するようにされており、１つ
のチャンネルの衛星放送信号により、複数の放送番組やＥＰＧなどの情報を提供すること
ができるようにされている。
【００４５】
このため、デ・マルチプレクサ部４においては、制御部１００からの番組選択制御信号に
基づいて、使用者により選択された放送番組の映像信号と音声信号とを、デ・スクランブ
ル部３からの衛星放送信号から抽出し、この抽出した放送番組の映像信号と音声信号とを
デコード部５に供給する。
【００４６】
また、デ・マルチプレクサ部４は、デ・スクランブル部３からの衛星放送信号からＥＰＧ
を形成するためのデータを抽出し、これを制御部１００に供給する。これにより、制御部
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１００は、デ・マルチプレクサ部４からのＥＰＧを形成するためのデータに基づいてＥＰ
Ｇを形成し、このＥＰＧを使用者からの指示に応じて提供することができるようにしてい
る。
【００４７】
そして、この実施の形態のテレビ受像機において、デ・マルチプレクサ部４において抽出
されて出力される放送番組の映像信号および音声信号は、例えば、ＭＰＥＧ（Ｍｏｔｉｏ
ｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｇｒｏｕｐ）方式などの所定の符号化方式によりデ
ータ圧縮されたものである。
【００４８】
そこで、以下に説明するように、デコード部５において、映像信号や音声信号を伸長処理
（圧縮解凍処理）して、この実施の形態のテレビ受像機において、処理できるようにする
。すなわち、この実施の形態のテレビ受像機のデコード部５は、図示しないが、映像信号
デコード部と音声信号デコード部とからなっている。そして、デコード部５は、これに供
給された映像信号と音声信号とを所定の符号化方式に応じて伸長処理して、データ圧縮前
の元のデジタル映像信号を復元し、データ圧縮前の元のデジタル音声信号を復元する。
【００４９】
そして、デコード部５は、復元したデジタル映像信号をＤ／Ａ変換（デジタル／アナログ
変換）して、アナログ映像信号を形成し、これをＯＳＤ処理部６に供給する。また、デコ
ード５は、復元したデジタル音声信号をＤ／Ａ変換して、アナログ音声信号を形成し、こ
れを音声信号増幅回路９に供給する。
【００５０】
ＯＳＤ処理部６は、制御部１００から供給されるデータに応じて、ＥＰＧや、後述する予
定表としてのカレンダ、あるいは、各種のメッセージを表示するようにするための映像信
号処理を行うものであり、放送番組の映像のほかの文字などの情報を表示するようにする
ためのいわゆるテキスト／グラフィック処理回路である。
【００５１】
例えば、使用者からの指示に応じて、選局チャンネルを示す文字情報や音量レベルを示す
音量バーなどを表示する場合には、これらを表示するための情報が、制御部１００からＯ
ＳＤ処理部６に供給される。そして、放送番組の映像信号に制御部１００からの選局チャ
ンネルを示す文字や音量バーの表示が重畳するようにされ、これが映像信号処理回路７に
供給される。
【００５２】
また、使用者からの指示に応じて、ＥＰＧをを表示する場合には、ＥＰＧを形成する情報
が、制御部１００からＯＳＤ処理部６に供給される。そして、ＯＳＤ処理部６において、
ＥＰＧを表示するための映像信号が形成され、これが映像信号処理回路７に供給される。
【００５３】
　映像信号処理回路７は、これに供給されたアナログル映像信号から、ディスプレイ８に
供給する形式の信号、例えば、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の３原色信号を形成し、こ
れをディスプレイ８に供給する。
【００５４】
　ディスプレイ８は、この実施の形態においては、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ－Ｒａｙ　Ｔ
ｕｂｅ）ディスプレイであり、これに供給された映像信号に応じた映像を自己の表示画面
に表示させる。これにより、衛星放送信号により提供され、使用者により選択された放送
番組の映像が、ディスプレイ８の表示画面に表示される。
【００５５】
　一方、音声信号増幅回路９は、これに供給されたアナログ音声信号を必要なレベルにま
で増幅して、これをスピーカ１０に供給する。これにより、衛星放送信号により提供され
、使用者により選択された放送番組の音声が、スピーカ１０から放音される。
【００５６】
このようにして、衛星放送信号を受信、選局して再生し、使用者に提供することができる
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ようにされている。また、この実施の形態のテレビ受像機において、制御部１００には、
図１に示したように、ハードディスクにデータを記録したり、あるいは、ハードディスク
に記録されているデータを読み出すことが可能なＨＤＤ装置部２３がＨＤＤＩ／Ｆ部２２
を通じて制御部１００に接続されている。
【００５７】
そして、リモコン３０の録画キーが押下操作されるなどして、リモコン３０を通じて使用
者から録画指示が与えられると、この実施の形態においては、デ・マルチプレクサ部４に
より抽出された放送番組の信号（放送番組の映像信号と音声信号）とが、制御部１００、
ＨＤＤＩ／Ｆ２２を通じてＨＤＤ装置部２３に供給されて、ＨＤＤ装置部２３のハードデ
ィスクに録画（記録）することができるようにしている。
【００５８】
また、リモコン３０の再生キーが押下操作されるなどして、リモコン３０を通じて使用者
から録画した放送番組の再生指示が与えられると、ＨＤＤ装置部２３は、自己が備えるハ
ードディスクに記録されている放送番組の映像信号と音声信号とを読み出し、これをＨＤ
ＤＩ／Ｆ部２２、制御部１００を通じてデコード部５に供給する。
【００５９】
これにより、ＨＤＤ装置部２３のハードディスクに録画された放送番組の映像信号と音声
信号とは、前述したように、デコード部５において、伸長処理され、Ｄ／Ａ変換されて、
その放送番組の映像がディスプレイ８の表示画面に表示され、その放送番組の音声がスピ
ーカ１０から放音される。
【００６０】
このように、この実施の形態のテレビ受像機は、衛星放送により提供される放送番組をハ
ードディスクに録画して、いつでも再生して視聴することが可能な記録／再生機能を有す
るものである。
【００６１】
また、この実施の形態のテレビ受像機は、キーＩ／Ｆ２４を通じて、キー操作部２５が設
けられており、使用者は、主電源のオン／オフなどの操作をキー操作部２５を通じて行う
ことができるようにしている。
【００６２】
［予定管理機能、番組視聴予約機能、録画予約機能について］
そして、この実施の形態のテレビ受像機は、図１に示したように、時計回路２１を備えて
いる。時計回路２１は、現在時刻を提供することができるとともに、カレンダ機能を備え
、年、月、日、曜日などの情報も提供することができるように構成されたものである。
【００６３】
さらに、この実施の形態のテレビ受像機は、カレンダ機能を用いて、予定表として用いら
れるカレンダを作成して、このカレンダへ予定情報を記入するようにすることによって、
使用者の予定をこの実施の形態のテレビ受像機において管理する予定管理機能が搭載され
ている。
【００６４】
また、この実施の形態のテレビ受像機は、番組視聴予約機能、録画予約機能をも備え、デ
ィスプレイ８に表示される予定表としてのカレンダやＥＰＧを利用して、番組視聴予約や
録画予約の予約情報を間違えることなく、しかも簡単に入力して、この実施の形態のテレ
ビ受像機に設定することができるようにしている。
【００６５】
図２は、この実施の形態のテレビ受像機のディスプレイ８の表示画面に表示される予定表
（予定管理表）としてのカレンダの表示例を説明するための図である。この図２に示すカ
レンダは、例えば、リモコン３０にファンクションキーとして設けられているカレンダ呼
び出しキーが押下操作されるなど、カレンダ表示のための予め決められた操作を行うこと
により、テレビ受像機のディスプレイ８の表示画面に表示される。
【００６６】
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この実施の形態のテレビ受像機のディスプレイ８に表示されるカレンダは、図２に示すよ
うに、１か月単位で表示される。この図２に示したカレンダは、西暦２０００年８月のカ
レンダの例であり、図２のカレンダの曜日の表示欄の上側には、「Ａｕｇｕｓｔ　２００
０」というような表示により、いつのカレンダであるかがすぐに分かるようにされている
。また、この図２の例のカレンダの場合には、予定のある日には、予定の内容に応じた絵
文字（図柄）を表示させることができることができるようにされている。
【００６７】
例えば、食事の約束がある日にはフォークとナイフの絵文字、コンサートにいく予定があ
る日には楽器の絵文字などというように、予定の入っている日に対応する表示エリアに、
予定の内容に応じた絵文字を表示させることができるようにされている。もちろん、後述
もするように、予定の入っている日に対応する表示エリアに、時刻や場所などを示すテキ
スト情報を入力して、表示することもすることもできるようにしている。
【００６８】
そして、この実施の形態のテレビ受像機の場合には、リモコン３０の上矢印キー、下矢印
キー、左矢印キー、右矢印キーを操作することによって、表示されたカレンダ上の日付ご
とカーソル位置を順次に変更し、目的とする日付を選択することができるようにされてい
る。
【００６９】
この実施の形態において、カーソルが位置付けられた日付に対応するエリアは、反転表示
するようにされている。図２の例の場合には、４日に対応するエリアが反転表示されてお
り、４日にカーソルが位置付けられていることが分かる。この場合、カーソル位置は、制
御部１００においても管理されている。そして、目的とする日付にカーソルか位置付けら
れ、リモコン３０の決定キーが押下操作されるなどカーソルが位置付けられた日付の選択
が確定されると、選択された日の予定を入力するための予定入力画面を表示する。
【００７０】
図３は、この実施の形態のテレビ受像機において、ディスプレイ８に表示される予定入力
画面の一例を説明するための図である。この実施の形態のテレビ受像機においては、図３
に示す予定入力画面が表示されると、リモコン３０を操作することにより、選択された日
の予定の具体的な情報、例えば、待ち合わせの時間、待ち合わせの場所などのテキスト情
報を入力することができる。
【００７１】
この実施の形態において、リモコン３０の各キーには、入力可能な文字が割り当てられて
おり、リモコン３０を操作することによってテキスト情報の入力を行うことができる。ま
た、所定の操作を行うことによって、ディスプレイ８の表示画面に、テキスト情報の入力
のためのソフトウエアキーボードを表示し、リモコン３０から、その表示されたソフトウ
エアキーボードを操作して文字を選択することによってもテキスト情報を入力することが
できる。
【００７２】
また、この図３に示す予定入力画面において、使用可能な絵文字一覧表を表示し、予定の
内容に応じた絵文字を選択して、テキスト情報に変えて絵文字を入力するようにしたり、
あるいは、テキスト情報と絵文字とを入力するようにすることもできるようにされている
。
【００７３】
そして、テキスト情報や絵文字を入力した後に、リモコン３０の決定キーを押下操作する
と、入力したテキスト情報や絵文字が予定情報として図２に示したカレンダに表示される
とともに、入力された情報は、テレビ受像機の例えば、ＥＥＰＲＯＭ１０４あるいはＨＤ
Ｄ装置部２３のハードディスクなどの記録媒体に記録される。
【００７４】
また、この実施の形態のテレビ受像機においては、リモコン３０の例えば上矢印キー、下
矢印キーを操作することによって、図３において、左端部に表示されているＥＰＧアイコ
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ン８１、戻るアイコン８２のいずれかを選択することができるようにしている。
【００７５】
この場合、図３に示した予定入力画面において、戻るアイコン８２を選択すると、図２に
示したカレンダの表示画面に戻り、日付の選択を行うことができるようにされる。また、
図３に示した予定入力画面において、ＥＰＧアイコン８１を選択すると、テレビ受像機の
制御部１００は、図２のカレンダにおいて選択された日付においてのＥＰＧを作成し、こ
れをテレビ受像機のディスプレイ８の表示画面に表示させる。
【００７６】
図４は、この実施の形態のテレビ受像機において表示される選択された日付（西暦２００
０年８月４日）のＥＰＧの表示例を説明するための図である。図４に示すＥＰＧの例の場
合には、選局可能な放送局（放送チャンネル）がディスプレイ８の表示画面の横方向にな
らべられ、縦方向には時間軸がとられ、各放送チャンネルごとに各時間帯の放送放送番組
についての情報が表示される。
【００７７】
この実施の形態において、放送番組についての情報は、放送の開始時刻、タイトル、出演
者などの情報である。そして、このＥＰＧの場合においても、図２に示したカレンダにお
いての日付けの選択の場合と同様に、リモコン３０の上矢印キー、下矢印キー、左矢印キ
ー、右矢印キーを操作することによって、目的とする放送番組についての情報の表示エリ
アにカーソルを位置付けることができるようにされている。
【００７８】
　この図４の例の場合には、(5)ＥＧテレビの欄の午前１１時からの放送時間が１時間の
放送番組についての情報の表示エリアにカーソルが位置付けられ、カーソルが位置付けら
れた放送番組についての情報の表示エリアが反転表示される。そして、テレビ受像機の制
御部１００は、カーソル位置を管理し、どの日のどの放送チャンネルのどの時間対のどの
放送番組が選択されたかを判別することができるようにされている。
【００７９】
　なお、図４において、(1)ＡＢテレビ、(2)ＣＤテレビ、(5)ＥＧテレビなどの表示の、(
1)、(2)、(5)…の数字は、放送チャンネル（伝送路）を識別するためのチャンネル番号に
一致するものである。すなわち、(1)は１チャンネル（１ｃｈ）、(2)は、２チャンネル（
２ｃｈ）、(5)は５チャンネル（５ｃｈ）である。
【００８０】
そして、図４に示したＥＰＧ上において、目的とする放送番組についての情報の表示エリ
アにカーソルを位置付け、リモコン３０の決定キーを押下操作すると、そのカーソルを位
置付けた放送番組が選択され、その放送番組についての番組視聴予約、あるいは、録画予
約の設定（登録）が可能となる。
【００８１】
この実施の形態のテレビ受像機においては、図４を用いて説明したように、ディスプレイ
８に表示されたＥＰＧ上において、目的とする放送番組を選択し決定すると、リモコン３
０の例えば上矢印キーおよび下矢印キーを操作することによって、図４に示す画面の左端
部に表示されている番組視聴予約アイコン９１、録画予約アイコン９２、戻るアイコン９
３のいずれかの選択ができるようにされる。
【００８２】
ここで、番組視聴予約アイコン９１は、番組視聴予約を行うことを指示するためのもので
あり、録画予約アイコン９２は、録画予約を行うことを指示するためのものである。また
、戻るアイコン９３は、図３に示した予定入力画面においての戻るアイコン８２と同様に
、図２に示したカレンダの表示に戻ることを指示するためのものである。
【００８３】
そして、リモコン３０の上矢印キーおよび下矢印キーを操作することによって、録画予約
アイコン９２を選択し、リモコン３０の決定キーを押下操作すると、テレビ受像機の制御
部１００は、ＥＰＧの表示を消去し、図２を用いて前述したカレンダの表示戻り、そのカ
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レンダに録画予約された放送番組についての情報を選択された日付の表示エリア表示し、
さらに、録画予約の設定情報を、この実施の形態のテレビ受像機のＥＥＰＲＯＭ１０４に
記録するという予約録画の設定処理を行う。
【００８４】
　図５は、録画予約された放送番組についての情報が表示するようにされたカレンダの表
示例を説明するための図である。この実施の形態においては、図２を用いて前述したよう
に、ディスプレイ８に表示されたカレンダにおいて、西暦２０００年の８月４日が選択さ
れ、さらに、図４を用いて前述したように、ディスプレイ８に表示されたＥＰＧ上におい
て、(5)ＥＧテレビの欄の午前１１時からの放送番組（放送時間が１時間の番組）が選択
された。
【００８５】
このため、この例の場合には、図５に示すように、西暦２０００年の８月のカレンダにお
いて、４日の予定の表示欄が反転表示され、その表示欄に録画予約した放送番組の放送開
始時刻を示す情報である「１１：００ａｍ」と、その放送番組の放送チャンネルを示す情
報である「［ｘｘ（５ｃｈ）］」とが表示される。
【００８６】
また、この実施の形態において、ＥＥＰＲＯＭ１０４に記録される録画予約の設定情報は
、録画開始時刻情報、録画終了時刻情報、放送チャンネル情報、番組選択情報からなるも
のである。これらの情報は、ＥＰＧを作成した制御部１００に保持されており、表示され
たＥＰＧにおいて選択された放送番組についての情報が抽出されて、表示情報としてまた
ＥＥＰＲＯＭ１０４への設定情報として用いられる。
【００８７】
そして、ＥＥＰＲＯＭ１０４に録画予約の設定情報が設定されると、テレビ受像機の制御
部１００は、ＥＥＰＲＯＭ１０４の録画予約の設定情報に基づいて、時計回路２１を監視
する。制御部１００は、録画予約した放送番組の放送日時の到来を検出したときには、テ
レビ受像機の各部を制御し、テレビ受像機の電源を投入するとともに、目的とする放送番
組の放送チャンネルを受信選局して、目的とする放送番組を選択し、その放送番組をＨＤ
Ｄ装置部２３のハードディスクに録画する。
【００８８】
なお、ここでは、目的とする放送番組の録画予約をする場合を例にして説明したが、番組
視聴予約をする場合にもほぼ同様に動作することになる。すなわち、図４を用いて説明し
たように、ディスプレイ８に表示されたＥＰＧ上において、目的とする放送番組を選択し
て決定すると、番組視聴予約アイコン９１、録画予約アイコン９２、戻りアイコン９３の
選択が可能になる。
【００８９】
そして、リモコン３０の上矢印キーおよび下矢印キーを操作することによって、番組視聴
予約アイコン９１を選択し、リモコン３０の決定キーを押下操作すると、ＥＰＧの表示を
消去し、図２を用いて前述した予定表に、番組視聴予約された放送番組についての情報を
表示するとともに、番組視聴予約の設定情報を、この実施の形態のテレビ受像機のＥＥＰ
ＲＯＭ１０４に記録するという番組視聴予約の設定処理を行う。
【００９０】
そして、この番組視聴予約の場合にも、予定表としてのカレンダには、番組視聴予約され
た放送番組の放送開始時刻、その放送番組の放送チャンネルなどの情報が表示される。ま
た、ＥＥＰＲＯＭ１０４には、番組視聴予約の設定情報として、番組開始時刻情報、番組
終了時刻情報、放送チャンネル情報、番組選択情報が記録される。そして、ＥＥＰＲＯＭ
１０４に番組視聴予約の設定情報が設定されると、テレビ受像機の制御部１００は、ＥＥ
ＰＲＯＭ１０４の番組視聴予約の設定情報に基づいて、時計回路２１を監視する。
【００９１】
そして、制御部１００は、番組視聴予約した放送番組の放送日時の到来を検出したときに
は、テレビ受像機の各部を制御し、目的とする放送番組の放送チャンネルを受信選局する
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とともに、目的とする放送番組を選択して、他の放送番組の視聴中である場合であっても
、番組視聴予約した放送番組の放送信号を選局して、目的の放送番組を選択し、視聴する
ようにすることができる。
【００９２】
このように、この図３に示した予定入力画面において、予定情報の入力ではなく、放送番
組の番組視聴予約や録画予約などの予約情報を入力したい場合には、その選択された日の
ＥＰＧをディスプレイ８に表示させ、表示されたＥＰＧを通じて、目的の放送番組を選択
するという簡単な操作を行うだけで、その目的の放送番組の番組視聴予約や録画予約をテ
レビ受像機に入力し設定することができるようにされている。
【００９３】
［予定情報の入力、番組視聴予約、録画予約の設定処理について］
次に、図２～図５を用いて前述したこの実施の形態のテレビ受像機において行なわれる予
定情報の入力、番組視聴予約、録画予約の設定処理について図６、図７のフローチャート
を用いて説明する。図６、図７に示す処理は、リモコン３０からのリモコン信号を受信し
たテレビ受像機の制御部１００において行なわれる処理である。
【００９４】
この実施の形態のテレビ受像機の制御部１００は、リモコン３０からのリモコン信号を受
信すると、受信したリモコン信号は、カレンダ呼び出しキー入力に応じたものか否かを判
断する（ステップＳ１）。ステップＳ１の判断処理において、カレンダ呼び出しキーに応
じたものでないと判断したときには、制御部１００は、この図６、図７に示す処理を終了
し、受信したリモコン信号に応じた他の処理を行うようにする。
【００９５】
　ステップＳ１の判断処理において、リモコン３０からのリモコン信号は、カレンダ呼び
出しキーに応じたものであると判断したときには、制御部１００は、時計回路２１の現在
年月日を参照し、現在年月日を含む月（当月）のカレンダ（カレンダ情報を含む予定表）
を作成し（ステップＳ２）、これを図２を用いて前述したように、ＯＳＤ処理部６、映像
信号処理回路７を通じてディスプレイ８に表示する（ステップＳ３）。
【００９６】
次に、制御部１００は、表示されたカレンダにおいての日付が選択されたか否かを判断す
る（ステップＳ４）。すなわち、このステップＳ４の判断処理は、決定キーが押下操作さ
れて、カレンダにおいての日付の選択が決定されたか否かを判断する処理である。ステッ
プＳ４の判断処理において、日付選択されていないと判断したときには、ステップＳ３か
らの処理を繰り返す。
【００９７】
ステップＳ４の判断処理において、日付選択がされたと判断したときには、制御部１００
は、図３に示したように、選択された日付の予定入力画面をディスプレイ８に表示し（ス
テップＳ５）、予定情報の入力や、ＥＰＧアイコン８１、戻るアイコン８２の選択入力を
受け付ける。
【００９８】
テレビ受像機の制御部１００は、ＥＰＧアイコン８１が選択されたか否かを判断し（ステ
ップＳ６）、ＥＰＧアイコン８１が選択されていないと判断した場合には、予定情報（ス
ケジュール）の入力が行われたか否かを判断する（ステップＳ７）。
【００９９】
ステップＳ７の判断処理において、予定情報の入力が行われていないと判断したときには
、予め決められた一定時間経過したか否か、すなわちタイムアウトになったか否かを判断
する（ステップＳ８）。ステップＳ８の判断処理において、まだ一定時間経過していない
と判断したときには、ステップＳ６からの処理を繰り返す。
【０１００】
また、ステップＳ８の判断処理において、予定入力画面の表示からの一定時間の間にＥＰ
Ｇアイコン８１の選択も所定情報の入力もされなかったと判断したときには、すなわち、
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タイムアウトになったと判断したときには、この図６、図７に示す処理を終了して、この
実施の形態のテレビ受像機は、例えば、新たな処理の指示待ちとなる。
【０１０１】
また、ステップＳ７の判断処理において、予定情報の入力がされたと判断したときには、
リモコン３０の決定キーが押下操作されたか否かを判断する（ステップＳ９）。ステップ
Ｓ９の判断処理において、決定キーが押下操作されたと判断したときには、入力された予
定情報をカレンダに追加するとともに、入力された予定情報を例えばＥＥＰＲＯＭ１０４
の予定情報の保存エリアに保存し（ステップＳ１０）、ステップＳ３からの処理を繰り返
す。
【０１０２】
これにより、新たに入力された予定情報をも含むカレンダが表示され、さらに予定情報の
入力ができるようにされる。
【０１０３】
また、ステップＳ９の判断処理において、制御部１００は、リモコン３０の決定キーの押
下操作がされていないと判断したときには、戻るアイコン８３が選択された否かを判断す
る（ステップＳ１１）。ステップＳ１１の判断処理において、戻るアイコン８１が選択さ
れたと判断したときには、ステップＳ３からの処理を繰り返し、カレンダを再度表示して
、予定情報の入力ができるようにされる。
【０１０４】
ステップＳ１１の判断処理において、戻るアイコン８２が選択されていないと判断したと
きには、予定情報入力後、予め決められた一定時間が経過したか否か、すなわち、タイム
アウトになったか否かを判断する（ステップＳ１２）。ステップＳ１２の判断処理におい
て、まだタイムアウトになっていないと判断したときには、ステップＳ９からの処理を繰
り返す。
【０１０５】
ステップＳ１２の判断処理において、予定情報入力後、予め決められた一定時間の間に、
決定キーの押下操作も、戻るアイコン８２の選択もされなかったと判断した場合、すなわ
ち、タイムアウトになったと判断した場合には、この実施の形態のテレビ受像機において
は、この図６、図７に示す処理を終了して、例えば、新たな処理の指示待ちとなる。
【０１０６】
このように、この図６に示す処理部分が、予定表としてのカレンダへの予定情報の入力処
理を行うための処理部分である。そして、図６に示したステップＳ６の判断処理において
、ステップＳ５において表示した図３に示した予定入力画面において、ＥＰＧアイコン８
１が選択されたと判断したときには、制御部１００は、図７に示すように、選択された日
付のＥＰＧをディスプレイ８に表示する（ステップＳ１３）。
【０１０７】
そして、制御部１００は、番組視聴予約したい放送番組あるいは録画予約したい放送番組
の選択が行われたか否かを判断する（ステップＳ１４）。ステップＳ１４の判断処理にお
いて、予約したい放送番組の選択が行われていないと判断したときには、制御部１００は
、図４に示したＥＰＧの表示画面において、戻るアイコン９３が選択されたか否かを判断
する（ステップＳ１５）。
【０１０８】
このステップＳ１５の判断処理において、戻るアイコン９３が選択されたと判断したとき
には、制御部１００は、図６のステップＳ２からの処理を繰り返すようにする。また、ス
テップＳ１５の判断処理において、戻るアイコン９３が選択されていないと判断したとき
には、ＥＰＧ表示された後、予め決められた一定時間の間、放送番組の選択も、戻るアイ
コンの選択もされずにタイムアウトになったか否かを判断する（ステップＳ１６）。
【０１０９】
ステップＳ１６の判断処理において、タイムアウトになっていないと判断したときには、
制御部１００は、ステップＳ１４からの処理を繰り返す。また、ステップＳ１６の判断処
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理において、タイムアウトになったと判断したときには、この実施の形態のテレビ受像機
においては、この図６、図７に示す処理を終了し、例えば、新たな処理の指示待ちとなる
。
【０１１０】
　そして、ステップＳ１４の判断処理において、予約したい放送番組の選択がされたと判
断したときには、制御部１００は、図４に示したＥＰＧの表示画面において、番組視聴予
約アイコン９１が選択されたか否かを判断し（ステップＳ１７）、番組視聴予約アイコン
９１が選択されたと判断したときには、ステップＳ１９の判断処理に進む。
【０１１１】
　ステップＳ１７の判断処理において、番組視聴予約アイコン９１が選択されていないと
判断したときには、制御部１００は、録画予約アイコン９２が選択されたか否かを判断す
る（ステップＳ１８）。ステップＳ１８の判断処理において、録画予約アイコンが選択さ
れていないと判断したときには、制御部１００は、ステップＳ１４からの処理を繰り返す
。
【０１１２】
そして、前述したステップＳ１７の判断処理において、番組視聴予約アイコン９３が選択
されたと判断した場合、および、ステップＳ１８の判断処理において、録画予約アイコン
が選択されたと判断した場合には、制御部１００は、リモコン３０の決定キーが押下操作
されたか否かを判断する（ステップＳ１９）。
【０１１３】
ステップＳ１９の判断処理において、決定キーが押下操作されたと判断したときには、番
組視聴予約する放送番組、あるいは、録画予約する放送番組が決定したと判断し、図５を
用いて前述したように、番組視聴予約の設定情報、あるいは、録画予約の設定情報をカレ
ンダに追加し、番組視聴予約の設定情報、あるいは、録画予約の設定情報をＥＥＰＲＯＭ
１０４に保存する（ステップＳ２０）。このステップＳ２０の処理の後、制御部１００は
、図６のステップＳ２からの処理を繰り返し、カレンダへの予定情報の入力、番組視聴予
約や録画予約の設定を行うようにする。
【０１１４】
また、ステップＳ１９の判断処理において、決定キーが押下操作されていないと判断した
ときには、予約する放送番組選択後、予め決められた一定時間内に決定キーが押下操作さ
れていないか否か、すなわち、タイムアウトになったか否かを判断する（ステップＳ２１
）。
【０１１５】
ステップＳ２１の判断処理において、まだ、タイムアウトになっていないと判断したとき
には、制御部１００は、ステップＳ１９からの処理を繰り返す。ステップＳ２１の判断処
理において、タイムアウトになったと判断したときには、制御部１００は、この図６、図
７に示す処理を終了し、例えば、新たな処理の指示待ちとなる。
【０１１６】
このように、この実施の形態のテレビ受像機においては、予定表としてのカレンダと、Ｅ
ＰＧとを用いて、放送番組についての録画予約、番組視聴予約を設定することができる。
したがって、自分の予定をも考慮して、録画予約、番組視聴予約を行うことができる。ま
た、目的とする放送番組についての放送開始時刻や放送終了時刻、放送チャンネルなどの
設定情報をいちいち入力することもないので、正確に、かつ、簡単に録画予約、番組視聴
予約を行うことができる。
【０１１７】
なお、この実施の形態においては、予定表としてのカレンダ表示後、日付選択を行った後
に、予定情報の入力や、番組視聴予約や録画予約の設定を行えるようにした。しかし、こ
れに限るものではない。例えば、図２に示したカレンダの表示画面において、画面左端部
に設けられているＥＰＧアイコンを選択した後に、日付の選択を行うことによって、予定
入力画面を表示されることなく、即座にＥＰＧを表示し、番組視聴予約や録画予約の設定
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をＥＰＧを通じて行うようにすることもできる。
【０１１８】
また、番組視聴予約を行った場合、および、録画予約を行った場合において、カレンダの
該当する日付の表示エリアには、ほぼ同様の表示が行なわれることになるが、番組視聴予
約と録画予約とを明確に区別できるようにする表示を加えることにより、番組視聴予約を
行ったのか、録画予約を行ったのかを明確に通知することができる。もちろん、ＥＥＰＲ
ＯＭ１０４に設定される番組視聴予約の設定情報と、録画予約の設定情報とは、例えば、
フラグ情報などが付加されて区別することができるようにされている。
【０１１９】
また、前述の実施の形態においては、現在年月日を含むカレンダを表示するものとして説
明したが、これに限るものではない。カレンダを表示させたい月を使用者が最初に指定す
るようにすることもできる。また、最初に現在年月日を含むカレンダを表示するが、矢印
キーなどを操作することにより、カレンダをスクロールさせたり、ページ送りなどを行え
るようにしておくことによって、過去のカレンダを表示して確認したり、また、将来のカ
レンダを表示して早めに決まった予定を記録するなどのこともできる。
【０１２０】
また、カレンダの表示にキャンセルアイコンを付加するようにして、入力済みの予定情報
や、番組視聴予約の設定や録画予約情報をキャンセル（解除）するようにすることもでき
る。また、カレンダに対して入力済みの予定情報を修整したりすることもできるようにさ
れれている。
【０１２１】
また、前述の実施の形態においては、ディスプレイ８は、ＣＲＴディスプレイであり、使
用者の操作入力もリモコン３０を通じて受け付けるようにした。しかし、これに限るもの
ではない。例えば、ディスプレイにＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ）を用いて、薄型のテレビ受像機を構成することもできる。
【０１２２】
また、ＣＲＴディスプレイやＬＣＤの表示面にタッチパネルを貼付し、使用者は、ディス
プレイの表示面に指などを接触させるという簡単な操作で、カレンダからの日付の選択、
ソフトウエアキーボードを用いた予定情報の入力を行うようにすることができる。また、
決定アイコンを設けることによって、表示画面での決定アイコンを通じて決定入力を行う
ようにすることもできる。
【０１２３】
また、前述した実施の形態においては、この発明による予約情報設定装置、電子機器、予
約情報設定方法を、衛星放送の受信機能、放送番組の記録機能および再生機能を備えたデ
ジタルテレビ受信機に適用した場合を例にして説明した。しかし、この発明による予約情
報設定装置、電子機器、予約情報設定方法は、前述したデジタルテレビ受像機のみに有効
なわけではない。
【０１２４】
例えば、テレビ放送信号、ラジオ放送信号、データ放送の放送信号、衛星放送信号、ケー
ブルテレビ放送などの各種の形態の放送信号の受信機能を備えた各種の受信機にこの発明
を適用することができる。また、インターネットなどの通信ネットワークを通じて番組の
提供を受けるようにする通信機器、パーソナルコンピュータ、ＶＴＲ、ＳＴＢ、ＩＲＤ、
ＭＤ（ミニディスク）の記録装置などの様々な電気機器にこの発明を適用することがでる
。
【０１２５】
また、ＶＴＲやＳＴＢなどの情報出力装置と、モニタ受像機などの情報入力装置との間を
無線あるいは有線で接続するようにする情報信号および制御信号の中継装置（ベース装置
）にもこの発明を適用することができる。また、比較的に大きな表示画面を有する表示素
子を備えたリモートコマンダにも適用することができる。
【０１２６】



(18) JP 4560695 B2 2010.10.13

10

20

30

40

50

つまり、各種の放送信号や情報信号を受信する受信機、映像信号や音声信号などの情報信
号を出力して他の電子機器や使用者に提供する各種の情報出力装置、情報信号の入力を受
け付ける情報信号入力装置、放送信号や情報信号を記録する記録装置などの様々に機器に
この発明を適用することができる。
【０１２７】
要は、予定表としてのカレンダを表示させるための信号を形成する機能、予定表において
の日付の選択を受け付ける機能、予定表への予定情報の受付機能、予約情報の受付機能を
備える装置であれば、この発明を適用することができる。この場合、予定表を表示させる
ための信号を形成する機能により形成される信号による予定表は、自己の持つ表示素子に
表示させるようにしてもよいし、別体の装置に供給して、その別体の装置の表示素子に表
示させるようにしてもよい。
【０１２８】
また、予定表においての日付の選択を受け付ける機能、予定表への予定情報の受付機能、
予約情報の受付機能は、使用者からの操作入力を直接的に受け付ける場合の他、他の電子
機器から無線あるいは有線で提供されるものを受け付けるものであってももちろんよい。
【０１２９】
また、前述した実施の形態のテレビ受像機は、衛星放送信号しか受信できないものとして
説明したが、衛星放送の他、地上波放送、データ放送、ケーブル放送などの各種の放送携
帯の放送信号を受信することが可能な複合的な機能を有する受信機にもこの発明を適用す
ることができる。
【０１３０】
そして、受信機の場合には、例えば、番組視聴予約のみを行うようにし、ＶＴＲやデジタ
ルＶＴＲ、あるいは、ＤＶＤ記録再生装置などの記録機器の場合には、録画予約だけを行
うというように、装置の機能に応じて予約可能な処理を変えるようにしてもよい。
【０１３１】
また、前述した実施の形態においては、衛星放送信号に含められて提供されるＥＰＧを形
成する情報を用いて放送番組表としてのＥＰＧを形成し、このＥＰＧを用いて目的とする
放送番組の選択を行うようにした。しかし、これに限るものではない。
【０１３２】
例えば、表示用の放送番組表を形成するための放送番組表情報は、インターネットや電話
網を通じて、定期的に提供を受けるようにしてもよい。また、月刊誌や週刊誌のように、
ＣＤーＲＯＭやフロッピディスクなどの記録媒体を販売するようにし、記録媒体を通じて
放送番組表情報の提供を受けるようにしてももちろんよい。
【０１３３】
また、ＥＰＧなどの放送番組表を用いないで、予定表としてのカレンダに予定情報を入力
する場合と同様に、目的とする日に、放送開始時刻、放送チャンネル、番組識別情報、放
送終了時刻などを入力し、番組視聴予約や録画予約を行うようにしてももちろんよい。
【０１３４】
また、ラジオ放送の受信機やカセットテープレコーダ、ＭＤ（ミニディスク）と呼ばれる
小型の光磁気ディスクの記録再生装置などのいわゆるオーディオ機器にもこの発明を適用
することができる。
【０１３５】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、カレンダ情報を含む予定表を通じて、番組視聴
予約や録画予約を行うことができる。これにより、番組視聴予約や録画予約を間違うこと
なく、比較的に簡単に行うことができる。
【０１３６】
また、予定表に外出などの使用者の予定や、番組視聴予約や録画予約の予約情報をも含め
て表示することにより、それらの情報をも考慮して、番組視聴予約や録画予約を行うよう
にすることができる。したがって、予定がバッティングしてしまったり、予定を忘れてし
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放送や情報を楽しむことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明により予約情報設定装置、予約情報設定方法の一実施の形態が適用され
たデジタルテレビ受像機を説明するためのブロック図である。
【図２】図１に示したデジタルテレビ受像機において用いられる予定表としてのカレンダ
の表示例を説明するための図である。
【図３】図１に示したデジタルテレビ受像機において用いられる放送番組表の表示例を説
明するための図である。
【図４】予定表としてのカレンダへの予定情報の入力を行うようにする予定入力画面の表
示例を説明するための図である。
【図５】予約情報が表示するようにされた予定表としてのカレンダの表示例を説明するた
めの図である。
【図６】予定情報の入力処理、、番組視聴予約、録画予約の設定処理について説明するた
めのフローチャートである。
【図７】図６に続くフローチャートである。
【符号の説明】
１…衛星放送用受信アンテナ、２…デジタルチューナ、３…デ・スクランブル部、４…デ
・マルチプレクサ、５…デコード部、６…ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ
）処理部、７…映像信号処理回路、８…ディスプレイ、９…音声信号増幅回路、１０…ス
ピーカ、１００…制御部、１０１…ＣＰＵ、１０２…ＲＯＭ、１０３…ＲＡＭ、１０４…
ＥＥＰＲＯＭ、１０５…ＣＰＵバス、２１…時計回路、２２…ハードディスクドライブイ
ンターフェース部、２３…ハードディスクドライブ装置部、２４…キーインターフェース
部、２５…キー操作部、２６…リモコンインターフェース部、２７…リモコン信号受光部
、３０…リモートコマンダ
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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